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第４０４回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２４年１月２２日（月） 

２ 開催場所 新潟グランドホテル 

３ 委員総数 ７人  出席委員 ７人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

德山隆太郎 委員    大久保千春 委員 

中島 達雄 委員    迫   一成 委員 

書面での出席 

    本宮 宏美 委員 

  会社側出席者 

代表取締役社長              正力 源一郎 

取締役コンテンツ本部長兼報道制作局長   寺内 邦彦 

コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  小林  健 

報道制作部長制作担当           道場 拓哉 

番組プロデューサー            須山  司 

事務局            鈴木 英門  坂上 寿史 
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４ 議 題 
 

１） 番組合評 

２） 「そんなわけで新潟（ここ）にいます。」 

   (２０２３年１２月２４日（日）１６：５５-１７：２５） 

 

３） 会社報告 

① １１・１２月の視聴者の意見  （報告：番組審議会事務局） 

② 講じた措置、議事概要の公表  （報告：番組審議会事務局） 

③ 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

 

４）その他 

 

５ 審議の概要 

会社側からは「“そんなわけでここにいます。”は、新潟で頑張る若い人

たちを応援するために、新たに制作した 30 分のドキュメンタリー番組。

新潟で、ここで頑張っていこうという若者たちを、何とか盛り上げてい

きたいという思いで番組作りに取り組んだ」という趣旨の説明があった。 
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（委員の意見） 

●若者たちを応援するだけではなく、若者たちが共感できる番組になっ

ていたのが良かった。 

●取材対象の貝瀬さんがとても魅力的で、表情が素晴らしく言葉に力が

あった。家族とのシーンなどもバランスがよかった。 

●美しい南魚沼の映像含め、作り上げている感じがせず、感情を押し付

けられることなく自然に見ることができた。 

●結果的に農業に携わったことを、貝瀬さんの父親はどのように感じた

のかを知りたかった。 

●映像、ナレーション、テロップ、ＢＧＭとすべてがキレイで洗練され

た雰囲気の番組だった。 

●全体的にまとまりすぎている印象をうけた。キレイにながれているが、

引っ掛かりと言うか強く印象に残る部分が少なかったかもしれない。 

●東京で上手く行かなった理由が、もうすこし具体的にあってもよかっ

たかもしれない。“そんなわけで”が弱かった印象。 

●南魚沼と音楽のつながりなど、知らなかったことがたくさんあり、番

組をみることで教えてもらえた。  

●農業と音楽の両立で、今回は音楽の比重が高い気がしたので、米作り

の事をもっと知りたくなった。 

●若者に向けた番組だったので、１２月２４日クリスマス夕方の放送で

よかったのか気になった。 

 



 4 

６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

１１月……１７０件 

１２月……１４０件 

 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２３年１１月２７日) から、  

昨日(２０２４年１月２１日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第４０３回審議会では、「ドキュメント新潟 ～３１音の

青春～短歌に恋して～」を審議いただき、委員の意見は議事概

要にて記者、制作スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員、スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第４０４回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備します。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 
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９ 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第４０３回番組審議会議事録 

・１１・１２月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（No.２５７・２５８） 

・民間放送新聞（２２２２・２２２３号） 

以上 


